
第３回 南１丁目街区公園整備ワークショップ【報告】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ 次   第 ◆ 

【１】開会 

【２】挨拶：越後山土地区画整理組合   湯浅事務局長 

 

【３】検討会 公園の整備イメージ（ゾーニング）を考える 

（１）本日の目的と進め方 

（２）前回のおさらい 

（３）公園の整備イメージ（ゾーニング）考える 

（グループワーク） 

【４】閉会：和光市越後山土地区画整理組合   山本氏 

 

日時・・・平成 22 年９月２８日（火）  13：30～15：30 

場所・・・和光市越後山土地区画整理組合事務所 会議室 

出席者・・市 民：８名 

     市職員：４名 

     事務局：和光市越後山土地区画整理組合 

         コンサルタント（日本測地設計株式会社） 

― 第３回 ワークショップのテーマ ― 

公園の整備イメージ（ゾーニング）を考える 



◆ 第３回 ワークショップの議事要旨とスナップ ◆ 

 

【１】開会 

 

【２】挨拶：和光市越後山土地区画整理組合 湯浅事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３】検討会 公園の整備イメージ（ゾーニング）を考える 

「（１）本日の目的と進め方、（２）前回のおさらい、（３）公園の整

備イメージ（ゾーニング）を考える「ゾーニングの考え方・前提

条件」について、コンサルタントより説明がありました。 

 



（３）公園のコンセプト・使い方について考える 

市民、市職員、事務局を含めた２つのグループ（Ａ班・Ｂ班）

に分かれ、グループワークを行いました。 

 

①公園の前提条件の確認 

「ゾーニングの考え方・前提条件」について、再度、確認

を行いました。また、第１～２回までに出された結果を基に、

ゾーニングを行うことも確認しました。 

 

②公園の整備イメージ（ゾーニング）考える 

南１丁目街区公園にて最も重要となる「広場ゾーン」を１

番目に配置し、その他のゾーンについては、隣接して整備さ

れる集会所や出入口等との関係を考えながら配置しました。 

 

 

■グループワーク風景

【Ａ班】             【Ｂ班】 



④グループ発表 

各グループでどのようなことが話し合われたか、発表を行

いました。 

 

■発表風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜コンサルタントによる講評＞ 

・本日は公園の整備イメージ（ゾーニング）について、考

えて頂きました。南１丁目街区公園に対する皆さんのイ

メージが見えてきたと思います。 

・今後はこの結果を踏まえ、公園の基本設計を行っていき

ます。 

・第４回は平成２３年の１月頃を予定しており、基本設計

の結果をご報告させて頂きます。 

 

 

【４】閉会（挨拶：和光市越後山土地区画整理組合 山本氏） 

【Ａ班】             【Ｂ班】 



 南１丁目街区公園のコンセプト 

“ みんなが笑顔になる公園 ” “ だれでも安心して遊べ、元気になれる公園 ” 

欲しいもの・取り入れたいもの 使い方 ゾーニング 

《遊具施設》 
①健康・運動遊具（鉄棒等） 
②複合遊具施設（ジャングルジム・ス

ベリ台等） 

《運動施設》 
③運動施設 
（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ・ｻｯｶｰ・ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ・ｹﾞｰ

ﾄﾎﾞｰﾙ場） 
④園路 

《休養施設》 
⑤ベンチ・テーブル・あずま屋（日陰

になる場所） 

《便益施設》 
⑥きれいなトイレ 
⑦防犯灯 
⑧ソーラー式電灯 
⑨時刻・温度・湿度がわかる表示板や

時計 
⑩水飲み場 
⑪駐輪場 

《その他》 
⑫祭り（夏祭り・盆踊り）・イベントが

出来る広場 
⑬植栽や花壇 
⑭防犯 
⑮防災 
⑯越後山富士 

（公園の中にモニュメント的な丘） 
⑰公園で遊びを教えてくれる人 
⑱“ぼうけん遊び”ができる公園 
⑲中高生の息抜きの場所（ガス抜き） 
⑳水の流れるスペース 

○広場で運動とイベントを楽し
む公園 

○朝市やお祭りを行う 

○季節とコミュニケーション 

○家族でエンジョイ 

○用途（目的）に応じたゾーンを
つくる 

（年齢別ゾーン【高齢者・幼児・
児童】、運動ゾーン、自然ゾー
ン） 

○水遊びができる 

広場・運動ゾーン 

イベントゾーン 

自然・季節ゾーン 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝゾーン 

エンジョイゾーン 

◆ゾーニングについて 



  

 

■ゾーニングプランＡ 

【プランコンセプト】 

○広場で運動やお祭り等のイベントを行えるように大きくとる 

○イベントゾーンは集会所と一体となって使用できるように配置 

○休憩施設となるあずま屋は２箇所とし、「自然・季節ゾーン」と一体的とする 

○南側には日陰になるような樹木を配置 

○エンジョイゾーンで遊ぶ子どもを見ながら休めるように、あずま屋のある「自然・季節ゾーン」を近くに配置 

○各ゾーンを結んだ園路でウォーキングを行い、途中にストレッチ等が行える健康施設を配置する 

○出入口は利用者の動線と集会所との連携を考慮し配置 



 ■ゾーニングプランＢ 

【プランコンセプト】 

○お祭りや運動を行えるように、広場・多目的ゾーンを中心に配置した 

○イベントゾーンは集会所と一体利用ができ、ステージとなるような施設を設置し、イベント時に活用したい 

○自然・季節ゾーンには季節の植物を植えたい 

○コミュニケーションゾーンはベンチやあずま屋を配置し、憩いや会話が行える 

○エンジョイゾーンは子ども達が遊べるような施設を配置する 

○各ゾーンを結ぶようにウォーキングゾーンを配置し、健康施設とした 

○出入口は利用者の動線と利便性を考慮し、３箇所とした 


